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休日や夜間の急な病気やけがで困ったときは

期　日 医療機関名 電話番号
10月22日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
10月29日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

   11月3日（金) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
   11月5日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
11月12日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

25

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　 10月24日㈫午前10時30分～ 11時30

分（午前10時から受け付け）
対　　象　平成29年8月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します。
内　　容　 4カ月児健診受診票の配布と健診の受診方

法や予防接種・育児に関する説明

離乳食教室（初期）（要申し込み）
日　　時　 11月7日㈫午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　4～ 6カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（後期）（要申し込み）
日　　時　 11月8日㈬午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　9～ 11カ月のお子さんとその保護者

10カ月児相談（申し込み不要）
日　　時　 10月23日㈪午前10時～ 11時30分（午

前9時30分から受け付け）
対　　象　平成28年12月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します
内　　容　 身体測定、赤ちゃんと遊ぼう（赤ちゃんと

の遊びの紹介）、幼児期を迎える準備の話
（予防接種、栄養、育児、歯科保健など）、
運動発達、食事、育児などの相談

乳幼児健診（申し込み不要）
健 診 名　1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

※いずれも場所は保健センター
※4カ月児健診は市内指定医療機関での個別健診になります。

子どもの健康
【休日急患診療】　

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

【病院に連れて行こうか迷ったとき、受診できる医療
機関を知りたいとき】
① 10月1日午前9時から埼玉県の救急電話相談を24
時間365日で実施しています。

　 全国共通ダイヤル#7119を導入し、大人や子ども
の相談に対応するとともに医療機関の案内をしま
す。急な病気やけがに関して、看護師の相談員が医
療機関を受診すべきかどうかなどをアドバイスしま
すので、判断に迷ったときはお電話ください。

　相談時間　毎日24時間
　 電話番号　#7119または☎048―824―4199(ダ
イヤル回線、IP電話、PHSを利用の場合)
　※従来と同様に、次の番号からも電話をかけられます。
　○大人の救急電話相談　#7000
　○ 小児救急電話相談　#8000または☎048―833

―7911

②行田市消防署　☎550―2123

【誤飲や誤食をしたとき】　
① つくば中毒110番 ☎029―852―9999（午前9時
～午後9時）
② 大阪中毒110番 ☎072―727―2499（365日24
時間対応）

在宅医療窓口
「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たきり
の家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「痛み」を学ぶ講演会
日　　時　 10月24日㈫午後2時～ 3時30分（午

後1時40分から受け付け）
場　　所　商工センターホール
演　　題　「痛みの基礎知識」
講　　師　 山口政広さん（ファイザー株式会社PIH

メディカルアフェアーズ部ニューロサ
イエンス＆疼痛領域、順天堂大学大学
院医学研究科疼痛制御学講座、薬剤師）

申し込み　直接または電話で保健センター

健康相談（要申し込み）
日　　時　10月23日㈪
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 食事や運動など健康に関する生活習慣につ

いて相談したい方
そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

こころの相談（要申し込み）
日　　時　10月25日㈬
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいるなど、心に悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。　

おとなの健康

効果の高い
サーキットウォーキング教室
日　　時　 10月19日㈭午前10時～正午
場　　所　「行田グリーンアリーナ」サブアリーナ
対　　象　市内在住の方
定　　員　60人（先着順）
持 ち 物　 運動しやすい服装、室内運動靴、飲み

物、タオル、健康手帳（お持ちの方）、
筆記用具

申し込み　直接または電話で保健センター

血液サラサラ教室
～血管若返り術～

　血管の老化である動脈硬化は「高血圧」「脂質異常」「高
血糖」があると急速に進行し、脳卒中や心疾患など死亡
率の高い病気の原因となります。
　健康なうちから病気を理解し、予防のために今からで
きることを考えてみませんか。

高齢者のインフルエンザ予防接種

医療機関名 電話番号

赤井胃腸科 553―2233

荒木医院 559―3102

池畑クリニック 556―2295

石井クリニック 555―3519

いわね内科クリニック 554―1313

加藤内科医院 556―3253

川島胃腸科 553―0001

河本耳鼻咽喉科 555―2626

行田岡田医院 557―2311

医療機関名 電話番号

行田協立診療所 556―4581

壮幸会行田総合病院 552―1111

行田中央総合病院 553―2000

行田ふれあいクリニック 555―1155

栗原医院 556―2272

小林内科医院 552―0362

さかつめ内科医院 553―5202

さきたまクリニック 564―6620

田代医院 553―2351

医療機関名 電話番号

根本医院 555―1261

野口産婦人科 556―4292

ハピネス診療所 559―0082

古田整形外科医院 553―5221

松原医院 553―6700

南川げんきクリニック 554―8835

やまかわ内科クリニック 564―1488

吉田記念山本クリニック 558―3507

接種期間　10月20日㈮～平成30年1月31日㈬
対　　象　 次のいずれかに該当し、接種を希望する方（インフルエンザの予防接種は義務ではありません）
　　　　　①接種日現在65歳以上の方
　　　　　② 接種日現在60歳以上64歳以下の方で心臓、腎臓または呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによ

る免疫の機能のいずれかに身体障害者手帳1級相当の障害がある方
接種方法　 次の指定医療機関での接種（年度内1回）
　　　　　※ 指定医療機関へ予約してください。
自己負担金　 1,500円（生活保護受給中の方、特定中国残留邦人等で支援給付を受けている方は免除）
持 ち 物　 自己負担金、健康保険証など生年月日と住所の確認ができるもの、対象②の方は身体障害者手帳、生

活保護世帯の方は受給者証、特定中国残留邦人などで支援給付を受けている方は本人確認証
注　　意　 市外での接種を希望される方は、予約前に保健センターにご連絡ください。

指定医療機関一覧

日　　時 内　　容

10月31日㈫
午後2時～3時30分
(午後1時45分から
受け付け）

・医師講話
 「元気に長生きするために―動脈硬化の予防と
　治療」
　講師：山本直人さん(吉田記念山本クリニック
　院長)
・健康ミニ講話

11月8日(水)
午後2時～3時30分
(午後1時45分から
受け付け）

・講話および実習
 「血行改善～ゆったりストレッチ～」
　 講師：大石真隆さん(Waseda ウェルネスネッ
トワーク)

※2日間で1コースです。

場　　所　商工センター 401研修室
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
対　　象　市内在住の方
定　　員　40人(先着順)
そ の 他　動きやすい服装と靴で参加してください。
申し込み　直接または電話で保健センター
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10月はピンクリボン月間です
　ピンクリボン月間に合わせ、乳がん撲滅に向けた運動の一環と
して忍城をピンク色にライトアップします。

期　　間　10月13日㈮～ 27日㈮
時　　間　午後6時～ 10時

2627

次世代デンタル健診
日　　時　 11月2日㈭※受付時間は午前

8時45分～ 9時45分のうち、
申し込み時にお伝えします。

場　　所　保健センター
対　　象　・ 20歳～ 39歳の方
　　　　　・妊婦（安定期）
　　　　　・就学前の乳幼児と保護者
　　　　　※当日、本市に住民票のある方
定　　員　20人
費　　用　無料
そ の 他　 保育があります。必要な方は申

し込み時に申し出てください。
申し込み　 直接または電話で保健センター

乳がん検診を実施します
期　　日　10月15日㈰
場　　所　行田中央総合病院健康管理センター
検査内容　マンモグラフィー検査
検査費用　 ①一般5,400円　②クーポン券(配布済)対象の

方無料　③保健センター予約済の方（ピンク色は
がきのある方）800円

そ の 他　事前予約が必要です。
申し込み　 同センター☎553―2426（受付時間：月～金曜

日は午前9時～午後5時、土曜日は午前9時～正午）

身体測定＆からだバランス体験講座

フィットネスクラブ一覧
施 設 名 スポーツフィールド行田 コナミスポーツクラブ行田

所 在 地 緑町8―8 持田1―4―56

申し込み 10月18日㈬の午前10時から直接または電話で当該施
設☎553―1666

10月19日㈭の午前10時から直接または電話で当該施
設☎555―3541

日　　時

＜全3日間＞
1日目は次の①～④の中から希望する日を選択
2日目および3日目は同月中の希望する日に参加でき
ます。

【11月開催分】
①11月1日㈬午前10時10分～11時
②11月2日㈭午後1時30分～2時20分
③11月4日㈯午後7時～７時50分
④11月5日㈰午後1時30分～2時20分

【12月開催分】
①12月2日㈯午後7時～7時50分
②12月3日㈰午後1時30分～2時20分
③12月6日㈬午前10時10分～11時
④12月7日㈭午後1時30分～2時20分

次のA～Cの講座の中から希望する講座を選択

【10月実施分】
講座Ａ：10月28日㈯午後1時15分～2時30分
講座Ｂ：10月30日㈪午前11時15分～午後0時45分
講座Ｃ：10月31日㈫午前11時15分～午後0時30分

【11月実施分】
講座Ｂ：11月6日㈪午前11時15分～午後0時45分
講座Ｃ：11月7日㈫午前11時15分～午後0時30分
講座Ａ：11月11日㈯午後1時15分～2時30分

講座内容
1日目：からだ測定、施設利用

2日目および3日目：軽運動、筋力アップ、ヨガ、
プールなど

講座Ａ「ボディバランス」
　　　・筋力、柔軟性、バランスの向上
講座Ｂ「ヨガ」
　　　・ポーズと呼吸法で心身をリラックス
講座Ｃ「アクアウォーキング」
　　　・水中で全身運動しながら歩きます

定　　員 20人（先着順）※①～④各5人まで 15人（先着順）※各講座5人まで

▶対　　象　市内在住の20歳以上の方で、医師らから運動制限を受けていない方
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　一施設につき一度のみの利用となります。講座内容は、参加者や施設などの状況により変更の場合あり。
▶問い合わせ　当該施設または保健センター　

～フィットネスクラブ連携トライアル事業～

第17回ものつくり大学
「碧蓮祭」

▶ 日 時　10月28日㈯午前10時～午後5時
　　　　　　　10月29日㈰午前10時～午後4時30分
▶ 場　　所　ものつくり大学
▶ 内　　容　各研究室企画展示、各種ものづくり体験教
室、特設ステージ、子ども向けイベント、各種模擬店、
花火の打ち上げ他
　※花火の打ち上げは28日のみ　
▶ そ の 他　市民特別公開講座など一部企画では申し込
み制となることがあります。詳細は、同大学ホームペー
ジを参照するか、同大学へ問い合わせください。
▶ 問い合わせ　同大学☎564―3817

マンガンカーレース体験教室
▶ 日 時　10月28日㈯・29日㈰午前9時30分
▶場　　所　ものつくり大学
▶ 内　　容　午前中にマンガンカーを製作し、午後は
レース大会でタイムを競います。

▶対　　象　市内の小学生
▶参 加 費　無料　
▶共　　催　日本機械学会関東支部埼玉ブロック
▶後　　援　行田市教育委員会
▶ そ の 他　10月21日㈯・22日㈰に工作教室も開催
します。

▶問い合わせ　同大学☎564―3895

ものつくり大学
市民特別公開講座

▶ 日 時　10月29日㈰午後1時～ 2時30分（午後0
時30分開場）
▶場　　所　ものつくり大学C1010大講義室
▶ 内　　容　稲葉信子さん（筑波大学大学院教授、日本
遺産審査委員会委員長）による講演「世界遺産から日本
遺産まで―文化と地域の関係について考える―」
▶定　　員　200人
▶受 講 料　無料
▶共　　催　行田市
▶ 申し込み　住所、氏名、連絡先を明記の上、10月20
日㈮までにFAXまたは同大学ホームページ上で申し
込みください。【FAX】564―3201
▶問い合わせ　同大学☎564―3895

おもしろものづくり教室
▶ 日 時　10月28日㈯・29日㈰午前10時～午後3時
▶場　　所　ものつくり大学
▶内　　容　竹とんぼ、ガリガリとんぼを作って遊びます。
▶対　　象　小学生以下
▶参 加 費　無料
▶後　　援　行田市
▶そ の 他　申し込みは不要です。
▶問い合わせ　同大学☎564―3895

自衛官候補生を募集します
▶試 験 日　受け付け時にお知らせ
▶対　　象　18歳以上27歳未満の方
▶受付期間　随時
▶ 問い合わせ　防衛省自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事
務所☎522―4855

平成30年版埼玉県民手帳を販売します
　埼玉県民手帳は、県や県内市町村に関する各種統計が掲載さ
れた手帳です。ぜひお買い求めください。

▶ 販売期間　10月13日㈮～ 12月15日㈮の午前8時30分～
午後5時15分（土・日曜日、祝日を除く）

▶販売場所　企画政策課

▶問い合わせ　同課統計担当（内線310）

価　格 規　格 表紙色 備　　考

500円
（税込み） 14×9㎝

黒 月間予定表部分が
横罫式

グレイッシュブルー 月間予定表部分が
升目式

10月13日㈮～ 12月15日㈮の午前8時30分～
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　10月2日㈪・3日㈫・10日㈫・16日㈪・23日㈪・
　　　　　30日㈪・31日㈫、11月6日㈪・13日㈪
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。（年末年始を除く）

　

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

10月15日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

10月28日㈯午前11時 おはなしタンバリン

11月4日㈯午後2時 おはなしの会

11月11日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
10月18日㈬、11月8日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員
ぴよぴよおはなし会 11月5日㈰

午前11時～11時30分
絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 11月5日㈰午後2時 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語のおはなし会 11月12日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生
高橋貴子さん

子ども映画会 10月21日㈯午後2時 ダンボ 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 10月22日㈰
午後1時30分

銀河鉄道の夜（邦画本
編：48分、解説23分）
宮沢賢治の「銀河鉄道
の夜」をデジタル映像
化

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます

図書館職員
 「みらい」
　2階映像
　ホール

ブックスタート
10月4日㈬・18日㈬・
25日㈬
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、育
児のアドバイス、絵本
セットの手渡し

平成29年4月1日～
6月30日生まれの赤
ちゃんとその保護者
※ 母子健康手帳を必
ずお持ちください

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム
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定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

・ 言の葉の庭　新海誠／原作、加納新太／著
・温泉やど関東・甲信越’18
・元素118の新知識 引いて重宝、読んでおもしろい
　桜井弘／編
・わたしの苦手なあの子  朝比奈蓉子／作、酒井以／絵
・ カレーの教科書　石倉ヒロユキ／編集、シャンカー
ル・ノグチ／監修
・ サイモンは、ねこである。　ガリア・バーンスタイ
ン／作、なかがわちひろ／訳

新　着　図　書
＜DVD＞
・ ムトゥ 踊るマハラジャ
・ マイメロディの赤ずき
ん
・ 最高の人生のつくり方

＜CD＞
・ ドゥー・ワップス&フーリ
ガンズ（ブルーノ・マーズ）

・ SUPERMAN（水曜日の
カンパネラ）

・ 世界の歌（東儀秀樹）

今月のおすすめ新着DVD・新着CD

10月27日から11月9日は
秋の読書週間です

　図書館では毎月、さま
ざまな特集を組み、本を
展示しています。この機
会に、読書の秋を楽しん
でみてはいかがでしょう
か。

読書週間とは
　読書週間は終戦間もない1947年(昭和22年)に「読
書の力によって、平和な文化国家を作ろう」という決
意のもと、出版社・取次会社・書店・公共図書館、そ
して新聞・放送のマスコミ機関も加わって始まりまし
た。毎年、文化の日を中心に2週間開催され、今年で
71回目になります。

女
性
か
ら
の
政
策
提
言
講
座

「
私
た
ち
の
想
い
」
か
ら
新
し
い
一
歩
が

生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
講
座

▶日　　時　11月3日㈮午後2時
▶場　　所　中央公民館2階映像ホール（「みらい」内）
▶作 品 名　「夏の庭 The Friends」
▶ 内　　容　舞台化・十数カ国で翻訳化された児童文
学の名作「夏の庭―The Friends―」を映画化。人間
の生と死を描いた、少年3人のひと夏の冒険物語。
▶定　　員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

読書週間　特別映画会

　
女
性
が
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
る
「
ど
う
し
て
こ
う
な
の
」
を｢

こ
ん
な
ふ
う

に
変
え
よ
う｣

と
い
う
形
に
し
、
届
け
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時
　
①
11
月
10
日
㈮　
②
11
月
17
日
㈮　
③
11
月
24
日
㈮　
午
前
10
時
〜
正
午
お

よ
び
午
後
1
時
〜
3
時　
④
平
成
30
年
2
月
2
日
㈮　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
学
習
室

▼
内
容
　

　
①
〈
午
前
〉「
私
た
ち
の
想
い
」
を
届
け
る
た
め
の
基
礎
知
識
1
【
講
師
】
事
務
局
、 

　
　
桑
原
静
さ
ん
（
シ
ゴ
ト
ラ
ボ
合
同
会
社
代
表
）

　
　

  

〈
午
後
〉
い
ま
こ
こ
で
の
思
い
を
話
し
て
み
よ
う
【
講
師
】
古
川
晶
子
さ
ん
（
一

般
社
団
法
人
さ
い
た
ま
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）

　
②
〈
午
前
〉「
私
た
ち
の
想
い
」
を
届
け
る
た
め
の
基
礎
知
識
2
【
講
師
】
熱
田
敬

　
　
子
さ
ん
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
助
教
／
ゆ
る
・
ふ
ぇ
み
カ
フ
ェ
運
営
委
員
）

　
　

  〈
午
後
〉
私
た
ち
だ
か
ら
見
え
る
こ
と
【
講
師
】
古
川
晶
子
さ
ん

　
③
〈
午
前
〉「
私
た
ち
の
想
い
」
を
カ
タ
チ
に
し
て
み
る
【
講
師
】
古
川
晶
子
さ
ん

　
　

 〈
午
後
〉
私
た
ち
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
【
講
師
】
古
川
晶
子
さ
ん
、
事
務
局

　
④
「
私
た
ち
の
想
い
」
を
届
け
る
成
果
発
表
会

▼
対
象
　
県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
女
性
※
原
則
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方　

▼
定
員
　
25
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼ 

そ
の
他
　
6
カ
月
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
希
望

す
る
方
は
10
月
27
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
8
人
・
無
料
・
当
日

申
し
込
み
不
可
）

▼ 
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　 

10
月
31
日
㈫
ま
で
に
直
接
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎
５
５
６
―
９
３
０
１
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
６
―
９
３
１
０

消費税軽減税率制度説明会

　消費税の軽減税率制度は、平成31年10月1
日からの消費税率の10％への引き上げと同時
に実施されます。軽減対象品目の取り扱いがあ
る消費税の課税事業者の方だけでなく、例えば、
会議費や交際費として飲食料品などを購入する
事業者の方や、消費税の免税事業者の方も、取
扱商品の適用税率の確認や適用税率ごとの区分
経理など、制度の実施に向けた準備が必要とな
ります。
　行田税務署では、事業者の方を対象に消費税
の軽減税率制度に関する説明会を開催しますの
で、ぜひお越しください。

▶日　　時　11月21日㈫午後1時～ 2時
▶場　　所　「みらい」文化ホール
▶ 問い合わせ　同署法人課税第一部門☎556―2
　121（自動音声案内2番）

今後の生活設計とキャリアデザイン

　シニア世代が充実した生活を送っていくには、一定
の収入確保を見据えた生活設計が必要です。生活を設
計するために、今後のキャリアをデザインしませんか。

▶日　　時　11月2日㈭
　 【セミナー】午前10時～正午（午前9時30分から受
け付け）

　 【個別就職相談会】①正午～午後0時30分　②午後0
時30分～ 1時

▶ 場　　所　鴻巣市市民活動センター会議室A（鴻巣市
本町1―2―1エルミこうのすアネックス3階）

▶講　　師　深谷敏夫さん
▶対　　象　原則60歳以上の方   
▶定　　員　
　【セミナー】50人（先着順）
　【個別就職相談会】各回3人（先着順）
▶ 申し込み・問い合わせ 10月2日㈪から電話で埼玉
県セカンドキャリアセンター☎048―780―2034

の生と死を描いた、少年3人のひと夏の冒険物語。
　80人(先着順)

※ブックスタートで絵本セットを受け取りに来られなかった方は、図書館までご連絡ください。
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地域資源を生かした街づくりについて意見交換

迅速な水の確保のために

一人一人の心掛けで交通事故を防止

記録更新を目指して全力で泳ぐ

体操で心地よい汗を流して介護予防

機敏で正確な操法を競う
みんなの幸せを願い
引き継がれて300年

　9月16日、さきたま古墳公園駐車場で「秋の全国交通安全運動出発
式」が開催されました。
　式典では、行田市交通安全母の会会長の相馬伸哉さんが県知事か
らのメッセージを伝達した他、県警白バイ隊による模範走行、交通安
全講話が行われ、参加者は交通事故防止啓発への意識を高めました。
　市内では9月に今年3件目となる死亡事故が発生しました（平成28
年中の死亡事故は3件）。幸せな生活を一変させてしまう交通事故が
無くなるよう一人一人が交通ルールを守り、交通事故防止を心掛け
ていきましょう。

GYODA CITY PHOTO STUDIO

　9月8日、水道庁舎で応急給水訓練および水道復旧訓
練が行われ、行田市水道工事業協同組合員とともに各
避難所の責任者となる市職員らが参加しました。
　これは、地震による市内全域の断水や配水本管の破
損といった被害を想定して実施されたもの。午後の
水道復旧訓練では、同組合が水道本管漏水復旧工事を
行った後、市職員らが実際に工具を使って配水本管の
破損箇所の修繕に取り組み、迅速な水の確保のための
動きを確認しました。

　8月27日、行田市民水泳大会が行田市民プールで開催されました。
　この大会には、小学1年生から86歳までが参加し、自由形や平泳
ぎ、メドレーリレーなど79部門で日頃の練習の成果を競いました。
記録の更新を目指し、スタートの合図で勢いよくプールに飛び込む
選手たち。全力で泳ぐ姿に、家族やチームメイトから声援が送られ
ていました。

　8月30日、はつらつ教室「筋力アップのコツ伝授！」が荒木公
民館で開催されました。
　介護予防を目的としたこの教室に、この日は19人が参加。講
師の指導のもとさまざまな体操に取り組み、腕や足の筋肉を伸
ばしたり曲げたりして、心地よい汗を流しました。参加者は「普
段の生活の中で取り入れやすい」、「直接先生に教えてもらえる
のがいい」と充実した時間を過ごすことができたようです。

　9月10日、消防本部訓練場で第45回行田市消防団消防操
法大会が開催されました。
　小型動力消防ポンプを使用した「小型ポンプの部」には5
警備隊が、消防ポンプ自動車を使用した「自動車ポンプの部」
には14分団が出場。各分団は日頃の練習で養った規律ある
動作、機関操作と放水の正確さ、スピードなどを競いました。
彼らの機敏で頼もしい動作に観客から拍手が送られました。

　9月9日・10日の2日間、長野地区内にある久伊豆神社
や長久寺などで市の無形民俗文化財に指定されている
長野ささら獅子舞が演じられました。
　五穀豊穣や家内安全などを願い、300年以上保存・継
承されてきたこの獅子舞。10日は長久寺で「鐘

かね
巻
まき
」が演

じられ、蛇がひそんだ鐘の周りを、獅子たちが笛の音に
合わせ太鼓を打ちながら舞いました。にぎわう境内で
観客は勇壮な獅子舞を堪能していました。

　8月25日、行田リトルシニアの望月和義監督と選
手らが工藤市長に、同月に出場した「東アジアリト
ルシニア野球宮崎大会2017」の結果報告を行いま
した。
　同チームでは、昨年から地下足袋を履いた練習
に取り組むことにより素足で土をつかむ感覚を養
い、動きの俊敏さなどに磨きをかけてきました。こ
の大会では、残念ながら予選リーグで敗退しました
が、貴重な経験を積んだ同チームの今後の活躍が期
待されます。

　9月9日、「みらい」文化ホールで国際ロータリー第2570地区主催の
『文化遺産を活かした「まちづくり」シンポジウム 地域資源を活かし
たまちづくり「日本遺産から世界遺産へ」』が開催されました。
　シンポジウムでは、パネラーとして丸山晃さん（元埼玉新聞社会
長）、中島洋一さん（市文化財保護課長）、鈴木秀憲さん（前商工会議所
会頭、世界遺産サポーターの会会長）が登壇。世界遺産登録に向けた
活動が日本遺産の認定につながったことが説明され、街の活性化に向
けた今後の取り組みなどについて盛んに意見が交換されました。

行田リトルシニアが
国際大会出場を報告
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は
が
き
な
ど
に
季
節
の
草
花
や
果
物
な
ど
を
水
彩
絵

の
具
や
顔
彩
で
描
き
、
一
言
添
え
て
相
手
に
送
る
、
生

涯
学
習
と
し
て
も
人
気
が
高
い
絵
手
紙
。
今
月
は
、
行

田
絵
手
紙
あ
お
い
会
で
長
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
魅
力
を

伝
え
続
け
て
い
る
大
沼
榮
蔵
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
大
沼
さ
ん
が
絵
手
紙
と
出
会
っ
た
の
は
30
代
前
半

の
こ
ろ
。
勤
務
先
の
郵
便
局
で
開
か
れ
た
絵
手
紙
体

験
コ
ー
ナ
ー
で
講
師
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
日
常

の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
題
材
と
な
り
手
軽
に
描
け
る
こ
と

か
ら
、
す
っ
か
り
夢
中
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で

数
人
の
仲
間
と
同
会
を
立
ち
上
げ
た
大
沼
さ
ん
は
、
そ

の
数
年
後
に
会
長
と
し
て
メ
ン
バ
ー
の
指
導
に
当
た

る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
市
内
の
公
民
館
な
ど
8
カ

所
で
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。
生
徒
の
中
に
は
「
う
ま

く
描
け
な
い
」
と
弱
気
に
な
る
人
も
い
ま
す
が
、
下
手

は
個
性
で
あ
り
、
他
の
人
に
は
ま
ね
の
で
き
な
い
素
晴

ら
し
さ
で
、
手
紙
を
受
け
取
る
相
手
の
こ
と
を
思
い
な

が
ら
自
分
に
正
直
に
な
っ
て
描
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切

で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
そ
う
で
す
。「
自
由
な
発
想
で

創
作
し
て
ほ
し
い
の
で
、
あ
え
て
細
か
い
ル
ー
ル
は
教

え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
作
品
が
生
ま
れ

る
か
私
自
身
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
大
沼
さ
ん
自
身
の
作
品
づ
く
り

の
モ
ッ
ト
ー
は
ユ
ー
モ
ア
を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

素
材
を
擬
人
化
さ
せ
た
り
、
文
に
駄
じ
ゃ
れ
な
ど
の

ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
遊
び
を
入
れ
た
り
と
、
受
け
取
っ

た
人
が
思
わ
ず
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
工
夫
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　「
絵
手
紙
を
受
け
取
っ
た
人
が
〝
元
気
を
も
ら
っ
た
、

背
中
を
押
さ
れ
た
〞
な
ど
と
い
っ
て
喜
ん
で
く
れ
る
と

私
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
」
と
目
尻
を
下
げ
る
大
沼
さ

ん
。
絵
手
紙
の
魅
力
に
つ
い
て
「
私
は
〝
62
円
の
交
際

費
〞
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
最
低
限
の
ル
ー
ル
を
守
れ
ば

自
由
に
相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
ま
す
。
絵
手
紙
を

送
り
合
う
こ
と
で
、
思
い
や
り
と
感
謝
の
気
持
ち
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
の
が
い
い
で
す
ね
」
と
語

り
ま
す
。

　「
シ
ニ
ア
層
だ
け
で
な
く
子
供
た
ち
に
も
絵
手
紙
を

通
じ
て
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
育
ん
で
も
ら
い

た
い
」
そ
う
話
す
大
沼
さ
ん
が
描
い
た
絵
手
紙
の
便
り

は
、
今
日
も
ど
こ
か
で
誰
か
を
元
気
づ
け
た
り
楽
し
ま

せ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

株式会社センターインコーポレーション
小さなニーズを把握し、商品開発へつなげる
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文
女
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荒
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田
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し
づ
子

こ
と
こ
と
と
栗
を
茹
で
つ
つ
便
り
書
く

 

荒
木 

手
島　
一
海

くっき
り
と
小
さ
き
歯
形
や
林
檎
剥
く

 

樋
上 

吉
澤
と
し
子

児
童
等
の
声
透
き
通
る
原
爆
忌

 

城
西 

榊
原
し
ず
か

長
旅
の
盆
の
客
に
は
熱
き
茶
を

 

荒
木 

髙
澤
よ
ね
子

喪
の
袖
に
過
去
た
ぐ
り
寄
せ
夏
終
る

 

荒
木 

森
田　
　
静

ふ
ん
わ
り
と
稲
田
ふ
く
ら
む
里
の
道

 

棚
田
町 

財
津
ミ
チ
ヱ

独
り
居
に
寄
り
添
ふ
ご
と
く
虫
の
声

 

天
満 

青
柳　
欣
吾

遠
花
火
静
寂
の
闇
を
あ
や
な
せ
り

 

持
田 

島
田　
悦
子

加
須
の
花
咲
か
せ
し
夏
の
甲
子
園

 

佐
間 

須
永　
節
子

母
の
歳
越
え
て
叶
わ
ぬ
冷
し
汁

 

持
田 

小
倉　
繁
三

怖
き
事
孫
に
問
は
れ
し
敗
戦
日

 

富
士
見
町 

森　
　
節
子

鈴
虫
の
音
色
か
す
か
に
受
話
器
よ
り

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

手
庇
で
信
号
を
待
つ
残
暑
か
な

 

谷
郷 

山
内
ふ
く
子

朝
露
の
一
粒
づ
つ
に
空
の
色

 

西
新
町 

青
木　
泰
山

丸
墓
の
山
よ
り
眺
む
青
田
波

 

（
三
沢　
一
水　
監
修
）

絵
手
紙
で
思
い
や
り
と
感
謝
の

 

気
持
ち
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

大
沼 

榮
蔵 

さ
ん
（
谷
郷
・
75
歳
）

めましてはじ ○ 10月2日㈪～31日㈫に電話またはEメールで
広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、11月2日㈭午前11時か
ら市役所203会議室で公開抽選を行います。

山
﨑 

ロ
ー
サ 

ち
ゃ
ん （
若
小
玉
）

平
成
28
年
10
月
2
日
生
ま
れ

父
・
良
二
さ
ん　
母
・
え
り
か
さ
ん

「
元
気
に
す
く
す
く
成
長
し
て
ね
」

柴
崎
　
亮り
ょ
う
た太 

ち
ゃ
ん （
堤
根
）

平
成
28
年
10
月
14
日
生
ま
れ

父
・
孝
之
さ
ん　
母
・
恵
美
さ
ん

萩
原
　
壮そ
う
ま真

ち
ゃ
ん （
駒
形
）

平
成
28
年
10
月
11
日
生
ま
れ

父
・
弘
行
さ
ん　
母
・
真
梨
さ
ん

「
元
気
で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
」

「
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
！
」

伊
藤
　
楷か
い
と斗 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
28
年
10
月
16
日
生
ま
れ

父
・
晃
一
さ
ん　
母
・
恵
子
さ
ん

「
楷
ち
ゃ
ん
だ
ぁ
ー
い
す
き
♡
」

坂
本
　
陽は
る
き樹 

ち
ゃ
ん （
白
川
戸
）

平
成
28
年
10
月
16
日
生
ま
れ

父
・
純
一
さ
ん　
母
・
由
美
子
さ
ん

島
田
　
新あ
ら
た大 

ち
ゃ
ん （
前
谷
）

平
成
28
年
10
月
3
日
生
ま
れ

父
・
正
憲
さ
ん　
母
・
亜
希
子
さ
ん

「
沢
山
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
」

「
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
、

 

あ
ら
た
く
ん
♪
」

★★★ 平成28年 10月生まれ のおともだち ★★★

平成28年12月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役社長　仲内 隆夫
【事業内容】 建設機械関連部品の輸入販売、特
殊車両の開発・仲介業務、機械部品の調達・販売など
【住所】 駒形1―10―18

　
株
式
会
社
セ
ン
タ
ー
イ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
ニ
ッ
チ
市
場
と
い
わ
れ
る
需
要

は
あ
る
が
規
模
が
小
さ
い
た
め
に
大
手
企
業

が
参
入
で
き
な
い
分
野
に
着
目
し
、
幅
広
い

事
業
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

　
事
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
特
殊
車
両
の

部
品
の
輸
入
販
売
で
は
、
特
に
建
設
機
械

の
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
ー
関
連
部
品
な
ど
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
同
社
で
は
輸
入
し
た
部
品

を
そ
の
ま
ま
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
要
望

に
合
わ
せ
て
さ
び
防
止
の
塗
装
を
施
し
た

り
、
自
作
の
専
用
鉄
製
ケ
ー
ス
に
納
め
て
納

品
し
た
り
と
顧
客
に
喜
ば
れ
る
ひ
と
手
間
を

加
え
、
好
評
を
得
て
い
る
そ
う
で
す
。
代
表

取
締
役
社
長
の
仲
内
隆
夫
さ
ん
は
「
お
客
さ

ま
の
悩
み
や
要
望
に
耳
を
傾
け
る
な
ど
普
段

か
ら
ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
業
務
の
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
ニ
ー
ズ
の
発
掘
は
同
社
の
商
品
開

発
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ

が
燃
料
漏
れ
防
止
に
優
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
用
給

油
口
キ
ャ
ッ
プ
「
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
」
で

す
。
一
般
的
な
ト
ラ
ッ
ク
用
給
油
口
キ
ャ
ッ

プ
に
は
、
タ
ン
ク
の
中
の
軽
油
が
気
化
し
て

膨
張
す
る
の
を
防
い
だ
り
、
燃
料
を
エ
ン
ジ

ン
に
送
っ
た
り
す
る
た
め
に
空
気
孔
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
傾
斜
し
た
道
を
走
る
と
穴
か

ら
軽
油
が
漏
れ
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う

し
た
現
状
を
知
っ
た
仲
内
さ
ん
は
、
将
来
的

に
燃
料
漏
れ
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
く
と

考
え
開
発
に
着
手
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会

社
と
協
力
し
、
金
属
ボ
ー
ル
を
内
蔵
し
た
独

自
の
機
構
で
気
化
し
た
燃
料
を
タ
ン
ク
内
に

留
保
し
、
戻
す
仕
組
み
を
持
っ
た
今
ま
で
に

な
い
キ
ャ
ッ
プ
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
か
ら
の
反
応
も
良
く
、
平
成

30
年
の
燃
料
漏
れ
防
止
基
準
の
厳
格
化
を
前

に
、
よ
り
関
心
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
仲
内
さ
ん
は
今
後
に
つ
い
て
「
新
た
に
特

殊
車
両
の
供
給
な
ど
を
始
め
る
他
、
開
発
分

野
に
も
力
を
入
れ
、
付
加
価
値
を
付
け
た
新

型
農
業
機
械
な
ど
を
作
り
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

丁
寧
な
仕
事
で
小
さ
な
ニ
ー
ズ
も
見
逃
さ

ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
き
た
同

社
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
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▼
日
時
　
10
月
28
日
㈯
午
前
9
時

30
分
～
午
後
2
時
25
分　

▼
場

所
　
行
田
特
別
支
援
学
校
（
長
野

４
２
３
５
）　
▼
内
容
　
学
習
発
表
、

作
品
展
示
、
模
擬
店
、
地
域
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
交
流　
▼
問
　
同
校

☎
５
５
４
―
３
３
０
２

▼
日
時
　
10
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰
午

前
9
時
30
分
～
午
後
6
時
（
22
日

は
午
後
5
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容
　
会
員
33
人
の
作
品
66
点
を

展
示
す
る　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　

小
山
☎
５
５
９
―
４
９
１
６

瓶
と
グ
ラ
ス
展

▼
期
間
　
10
月
31
日
㈫
ま
で　
▼
場

所
　
カ
ネ
マ
ル
酒
店
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ー
（
行
田
18
―
21
）　
▼
内
容
　

昔
の
ビ
ー
ル
や
ラ
ム
ネ
、
牛
乳
の

瓶
、
グ
ラ
ス
な
ど
を
展
示

引ひ
き
札ふ
だ
展

▼
期
間
　
11
月
30
日
㈭
ま
で
（
土
・

行
田
特
別
支
援
学
校

文
化
祭「
ス
マ
イ
ル
ま
つ
り
」

第
8
回
　
写
壇
　
虹

写
真
展

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　
▼
時
間
　

午
前
9
時
～
午
後
4
時　

▼
場
所
　

行
田
駅
前
郵
便
局
（
壱
里
山
町
13
―

2
）　
▼
内
容
　
広
告
チ
ラ
シ
で
あ

る
引
札
を
展
示
す
る

い
ず
れ
も

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

▼
日
時
　
10
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分
（
入
場
は
午
後
3

時
ま
で
）　
▼
場
所
　
県
立
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
（
富
士
見
町
2
―
24
）　

▼
内
容
　
セ
ン
タ
ー
施
設
設
備
や
展

示
品
な
ど
を
公
開
し
、
工
作
や
科
学

実
験
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
教
室

や
音
楽
鑑
賞
会
を
開
催
す
る
。
ボ
ッ

チ
ャ
体
験
や
お
米
教
室
な
ど
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
企
画
も
行
う
。　
▼

参
加
無
料
　
▼
問
　
同
セ
ン
タ
ー
☎

５
５
６
―
３
３
１
９

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈫
午
前
9
時
～

午
後
4
時
30
分　

▼
場
所
　
県
立

さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
（
埼
玉

４
８
３
４
）　
▼
内
容
　
勾ま

が
た
ま玉
づ
く

り
、
火
お
こ
し
な
ど
の
古
代
体
験
や

セ
ン
タ
ー
一
般
公
開

「
集
ま
れ
！
セ
ン
タ
ー
探
検
隊
」

さ
き
た
ま
秋
祭
り

を
合
唱
す
る
。　
▼
出
演
　
浜
田
邦

夫
（
指
揮
）、大
澤
恵
子
（
ピ
ア
ノ
）、

な
が
の
フ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
ル
、
女
声

合
唱
団
き
ら
め
き
、
コ
ー
ロ
・
ピ
ア

チ
ェ
ー
レ
（
合
唱
）　
▼
入
場
無
料
　

▼
問
　
吉
井
☎
５
５
６
―
６
４
８
１

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈫
午
前
10
時
50

分
～
正
午
（
午
前
10
時
開
場
）　
▼

場
所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
税
金
ク
イ
ズ
、
租
税
教
育

ビ
デ
オ
の
鑑
賞
、
小
学
生
の
「
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

紹
介
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
1
億

円
の
重
さ
体
感
コ
ー
ナ
ー　

▼
対

象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　
▼
定

員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
無
料
　
▼
そ
の
他
　
弁
当
と
飲
み

物
を
配
布
し
ま
す
。
租
税
教
室
の
後

は
、
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館

お
よ
び
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
で
行
わ

れ
る
「
さ
き
た
ま
秋
祭
り
」
へ
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。　
▼
申
・
問
　
公

益
社
団
法
人
行
田
法
人
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
同
会
（
商
工
セ
ン
タ
ー
3

階
）
☎
５
５
４
―
４
５
３
５　
【
郵

県
民
の
日
親
子
で
楽
し
む

税
と
さ
き
た
ま
古
墳
公
園

▼
日
時
　
10
月
21
日
㈯
午
前
9
時
30

分
～
午
後
2
時
30
分
※
雨
天
の
場
合

は
10
月
22
日
㈰　
▼
場
所
　
産
業
文

化
会
館
南
側
芝
生
広
場
お
よ
び
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
（
西
側
一
部
）　

▼
内
容
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
飲
食

コ
ー
ナ
ー
、
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、
バ

ザ
ー
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
団
体
Ｐ
Ｒ

の
展
示
な
ど　
▼
主
催
　
行
田
市
ふ

れ
あ
い
福
祉
健
康
ま
つ
り
実
行
委
員

会　
▼
共
催
　
行
田
市
、
行
田
市
社

会
福
祉
協
議
会　
▼
そ
の
他
　
車
椅

子
を
利
用
し
て
い
て
公
共
交
通
機
関

の
利
用
が
困
難
な
方
は
、
運
転
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
送
迎
を
行
い
ま
す

の
で
、
10
月
18
日
㈬
ま
で
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
▼
問
　
同
協
議

会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
11
月
3
日
㈮
午
前
9
時
30

分　

▼
場
所
　
総
合
公
園
野
球
場　

▼
内
容
　「
第
99
回
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
大
会
」
で
優
勝
し
た
花

咲
徳
栄
高
校
を
は
じ
め
、
大
宮
東
高

イ
ベ
ン
ト

行
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉

健
康
ま
つ
り

第
7
回
行
田
野
球

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
特
別
支
援

学
校
で
作
成
し
た
物
品
の
販
売
、
行

田
の
特
産
品
の
販
売
な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
。
▼
費
用
　
勾
玉
づ

く
り
２
５
０
円
（
白
色
の
み
）、
火

お
こ
し
１
０
０
円
（
1
組
）
※
当
日

先
着
順　
▼
そ
の
他
　
当
日
は
博
物

館
に
無
料
で
入
館
可
。
▼
問
　
同
館

☎
５
５
９
―
１
１
８
１

▼
日
時
　
11
月
10
日
～
12
月
8
日
の

毎
週
金
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
1
時

30
分
～
4
時
30
分　
▼
場
所
　
総
合

福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
3

研
修
室　
▼
内
容
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
打

ち
の
基
本
を
学
ぶ　
▼
対
象
　
市
内

在
住
で
65
歳
以
上
の
方
（
年
度
内
65

歳
可
）　

▼
定
員
　
24
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）　

▼
申
・
問
　

10
月
10
日
㈫
午
前
9
時
～
24
日
㈫
午

後
5
時
に
直
接
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
11
月
7
日
・
14
日
・
21

日
、
12
月
5
日
・
19
日
の
火
曜
日

教　
　
室

高
齢
者
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室

11
月
コ
ー
ス

陶
芸
教
室
（
秋
コ
ー
ス
）

送
】
〒
３
６
１
―
０
０
７
７ 

行
田

市
忍
2
―
1
―
8 

公
益
社
団
法
人

行
田
法
人
会
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
４
―

６
９
６
９

▼
日
時
　
10
月
27
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時
（
雨
天
中
止
）　
▼
集
合
場
所
　

大
長
寺
忍
川
側
に
あ
る
あ
ず
ま
や
付

近　
▼
内
容
　
忍
川
栄
橋
か
ら
旭
橋

ま
で
の
６
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
の
ご

み
を
拾
い
、
環
境
美
化
活
動
を
行

う　
▼
そ
の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
、
長
靴
、
運
動
靴
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学
同

窓
会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林
☎

０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

▼
日
時
　
11
月
11
日
㈯
午
後
1
時
～

3
時　
▼
場
所
　
利
根
大
堰
（
大
堰

自
然
の
観
察
室
前
）　
▼
内
容
　
サ

ケ
の
遡
上
を
観
察
し
、
資
源
保
護
の

た
め
捕
獲
し
た
サ
ケ
の
採
卵
を
実

演
す
る　

▼
参
加
無
料
　
▼
そ
の

他
　
雨
天
の
場
合
は
中
止
す
る
場
合

あ
り　

▼
問
　（
独
）
水
資
源
機
構

利
根
導
水
総
合
事
業
所
☎
５
５
７
―

１
５
０
１

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

利
根
川
の
サ
ケ
遡そ
じ
ょ
う上

採
卵
・
観
察
会

校
、
不
動
岡
高
校
、
進
修
館
高
校
の

4
校
で
試
合
を
行
う
。【
第
1
試
合
】

進
修
館
高
校
対
不
動
岡
高
校
（
午
前

9
時
30
分
か
ら
）【
第
2
試
合
】
花
咲

徳
栄
高
校
対
大
宮
東
高
校
（
午
後
1

時
）　

▼
観
戦
無
料
　
▼
主
催
　
行

田
市
野
球
連
盟　

▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

体
育
協
会　
▼
問
　
同
連
盟
事
務
局

遠
藤
☎
５
５
６
―
１
６
３
８

▼
日
時
　
11
月
12
日
㈰
午
後
2
時

開
演　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　
▼
曲
目
　「
ふ
る
さ
と
の

四
季
」「
心
の
四
季
」「
日
本
の
四
季
」

な
ど　

▼
出
演
　
牧
川
修
一(
指

揮)

、
小
林
礼
美(

ピ
ア
ノ)　
▼
入

場
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
男
声
合

唱　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員

会　
▼
問
　
同
会
斎
藤
☎
５
５
３
―

１
８
８
０

▼
日
時
　
11
月
26
日
㈰
午
後
1
時
45

分
開
演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　「
歌
い
継
ぎ
た

い
日
本
の
心
」
を
テ
ー
マ
に
、
親
か

ら
子
へ
歌
い
継
が
れ
る
日
本
の
歌
心

行
田
男
声
合
唱

20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

第
7
回
邦
友
会
演
奏
会

（
全
5
回
）
午
後
1
時
30
分
～
3

時
30
分　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館

「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
交
流
創
作
室
お

よ
び
窯
場　

▼
対
象
　
市
内
在
住

で
60
歳
以
上
の
方
ま
た
は
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
介
添
え
の

方
も
可
）　

▼
定
員
　
12
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）　
▼
参
加

費
　
１
千
円　
▼
持
ち
物
　
汚
れ
て

も
よ
い
服
装
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
い

ま
た
は
タ
オ
ル　
▼
申
・
問
　
10
月

24
日
㈫
午
後
5
時
ま
で
に
直
接
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７
―

５
４
０
０

▼
日
時
　
11
月
1
日
㈬
・
2
日
㈭
・

8
日
㈬
・
9
日
㈭
・
15
日
㈬
・
16
日

㈭
・
22
日
㈬
・
30
日
㈭
（
全
8
回
）

午
前
10
時
～
11
時　
▼
場
所
　「
行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
剣
道
場　

▼
内
容
　
病
気
や
け
が
を
未
然
に
防

ぎ
病
後
の
回
復
に
も
役
立
つ
気
功
や

足
腰
を
強
く
し
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
向

上
に
役
立
つ
太
極
拳
を
通
じ
て
、
心

身
の
健
康
を
目
指
す
。　
▼
参
加
費
　

1
千
５
０
０
円　
▼
持
ち
物
　
バ
ス

タ
オ
ル　
▼
申
・
問
　
行
田
健
康
気

功
太
極
拳
教
室
福
田
☎
０
９
０
―

３
５
９
４
―
９
５
９
０

秋
の
健
康
気
功
・
太
極
拳
教
室

広告広告



催し・募集

▼
日
時
　
11
月
18
日
㈯
午
後
2
時
30

分
〜
４
時　

▼
場
所
　
忠
次
郎
蔵

（
忍
1
―
4
―
6
）　
▼
内
容
　
登

録
有
形
文
化
財
「
忠
次
郎
蔵
」
で
蕎

麦
打
ち
を
体
験
す
る　
▼
定
員
　
18

人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
1
千

円　
▼
持
ち
物
　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ

ン
、
持
ち
帰
り
用
パ
ッ
ク　
▼
主
催
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵　
▼
そ
の
他
　

希
望
者
に
は
引
き
続
き
、
中
級
・
上

級
コ
ー
ス
を
用
意　
▼
申
・
問
　
11

月
17
日
㈮
ま
で
に
同
法
人
☎
５
５
６

―
９
９
８
８
（
火
〜
日
曜
日
の
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
）
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://chujiro.chu.jp

）

▼
日
時
　
11
月
19
日
㈰
午
前
9
時
開

会
（
午
前
8
時
45
分
か
ら
受
け
付

け
）　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　

▼
種
目
　【
ダ
ブ
ル
ス
】

①
小
学
生
の
部　

②
中
学
生
の
部　

③
一
般
男
子
1
部
（
上
級
）・
2
部

（
中
級
）・
3
部
（
初
級
）　

④
一

般
女
子
1
部
（
上
級
）・
2
部
（
中

忠
次
郎
蔵
蕎そ

麦ば

打
ち
教
室

第
27
期
生
（
初
級
）

ス
ポ
ー
ツ

第
45
回

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▼
日
時
　
11
月
23
日
㈭
午
前
9
時
開

会　

▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　

▼
種
目
　
団
体
戦
【
男

子
】
1
部
・
2
部
【
女
子
】
1
部
・

2
部
※
男
子
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
・
Ｘ
Ｙ
Ｚ
方

式
、
女
子
は
2
単
1
複
方
式
で
1

チ
ー
ム
3
人
※
参
加
チ
ー
ム
が
少
な

い
場
合
は
、
1
部
・
2
部
を
統
合
す

る
可
能
性
あ
り　
▼
参
加
資
格
　
市

内
在
住
、
在
勤
、
在
学
、
行
田
市
卓

球
連
盟
に
承
認
さ
れ
て
い
る
方　
▼

参
加
費
　
男
子
チ
ー
ム
3
千
円
、
女

子
チ
ー
ム
2
千
円
※
連
盟
未
登
録

チ
ー
ム
は
1
千
円
増
し
※
学
生
も
同

額　
▼
注
意
　
申
し
込
み
後
の
不
参

加
の
場
合
、
参
加
費
の
返
金
不
可
。

大
会
中
に
生
じ
た
事
故
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
の
保
険
制
度
適
用
範
囲

を
除
き
、
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ

ん
。　
▼
申
　
10
月
26
日
㈭
午
後
7

時
ま
で
に
種
目
、
チ
ー
ム
名
、
メ
ン

バ
ー
名
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
田
市
民
卓
球
大
会
受
付

事
務
局
村
松
【
郵
送
】
〒
３
６
１
―

０
０
２
２　
行
田
市
桜
町
3
―
17
―

14
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―
２
６
８
５　

▼
問
　
同
事
務
局
村
松
☎
５
５
４
―

３
８
５
１

行
田
市
民
卓
球
大
会

秋
季
団
体
戦

級
）・
3
部
（
初
級
）
※
参
加
人
数

お
よ
び
前
年
度
の
成
績
に
よ
り
変
更

と
な
る
場
合
あ
り　

▼
競
技
方
法
　

リ
ー
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
（
変
更

の
場
合
あ
り
）　
▼
参
加
資
格
　
市

内
在
住
、
在
勤
、
在
学
、
行
田
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
登
録
者
（
そ
れ

以
外
の
方
は
他
に
連
盟
登
録
料
1
千

円
が
必
要
）　
▼
参
加
費
　【
小
・
中

学
生
】
５
０
０
円
【
一
般
】
2
千
円

（
当
日
徴
収
）　
▼
持
ち
物
　
第
2

種
検
定
以
上
の
合
格
球
の
シ
ャ
ト
ル

（
小
・
中
学
生
の
み
）
※
一
般
は
本

部
で
貸
し
出
し　
▼
注
意
　
申
し
込

み
締
め
切
り
日
以
降
に
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
場
合
で
も
、
責
任
者
が
参
加
費

を
支
払
う
こ
と
。
保
険
に
加
入
す
る

た
め
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
正

確
に
記
入
す
る
こ
と
。　
▼
申
・
問
　

11
月
1
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
岡
田
☎
０
９
０
―
６
１
２
６

―
３
６
５
６
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―

０
６
０
９
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
送
信

後
、
確
認
の
電
話
を
す
る
こ
と
。
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8月中の異動　出生42人　転入等165人　死亡73人　転出等168人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

多
肉
植
物
の
ミ
ニ
寄
せ

植
え
と
ミ
ニ
苔
盆
栽

▼
日
時
　
11
月
18
日
㈯
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　
▼
内
容
　
室
内
へ
飾
る
た

め
の
小
さ
い
寄
せ
植
え
「
多
肉
植
物

の
ミ
ニ
寄
せ
植
え
」
と
「
ミ
ニ
苔
盆

栽
」
を
作
る　
▼
講
師
　
伊
藤
弘
充

さ
ん
（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専

門
学
校
）　
▼
対
象
　
小
学
生
以
上

の
方　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
2
千
円
（
材
料
代
・
保

険
料
）　

▼
申
　
10
月
13
日
㈮
午
前

10
時
か
ら
直
接
同
館

古
代
蓮
の
里

「
お
客
様
感
謝
デ
ー
」

▼
期
日
　
10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰　

▼
内
容
　
①
長
野
中
学
校
吹
奏
楽

着
順
）　
▼
そ
の
他
　
整
理
券
は
あ

り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。伝

統
文
化
お
や
こ
教
室

▼
日
時
　
11
月
18
日
㈯
、
12
月
2
日

㈯
・
16
日
㈯
・
23
日
㈯
、
1
月
8
日

㈪
・
20
日
㈯
、
2
月
10
日
㈯
、
25
日

㈰
（
全
8
回
）
午
前
9
時
〜
正
午　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館　
▼
内
容
　

日
本
舞
踊
の
実
技
お
よ
び
三
味
線
の

体
験　
▼
対
象
　
市
内
の
小
学
生
〜

大
学
生
お
よ
び
小
・
中
学
生
の
保
護

者
※
邦
楽
器
の
体
験
は
小
学
3
年
生

以
上
の
方　
▼
定
員
　
30
人
（
先
着

順
）　
▼
参
加
費
　
2
千
５
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）　

▼
申
　
11
月
4

日
㈯
午
前
9
時
か
ら
直
接
産
業
文
化

会
館
（
電
話
で
の
仮
受
け
付
け
は
同

日
午
前
10
時
か
ら
）

第
17
回
写
真
展

▼
日
時
　
10
月
25
日
㈬
〜
11
月
20
日

㈪
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
な

お
、
入
場
は
午
後
4
時
ま
で
）
※
火

曜
日
は
休
館　
▼
場
所
　
産
業
文
化

会
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　

行
田
市
美
術
家
協
会
写
真
部
会
会
員

の
作
品
展
示　
▼
入
場
無
料
　

部
コ
ン
サ
ー
ト
（
29
日
午
後
2
時

か
ら
）　
②
古
代
蓮
の
里
売
店
内
特

設
コ
ー
ナ
ー
で
ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル

（
１
０
０
円
）
を
開
催　

③
古
代

蓮
会
館
有
料
入
館
者
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト　
④
う
ど
ん

店
で
う
ど
ん
を
注
文
し
た
方
に
ゆ
で

卵
1
個
を
サ
ー
ビ
ス
※
サ
ー
ビ
ス
内

容
に
変
更
の
場
合
あ
り　
▼
そ
の
他
　

各
施
設
と
も
営
業
時
間
は
通
常
ど
お

り

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

始
め
ま
し
た

　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
は
、

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設
し
ま
し

た
。
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
や
卓
球
室
の
混

雑
状
況
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
マ
シ

ン
紹
介
や
ト
レ
ー
ナ
ー
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
有
益
な
情
報
を
発
信
し
て

い
く
の
で
、
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー
の
内
容
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 商

工
セ
ン
タ
ー
新
春
寄
席

〜
三
遊
亭
楽
京
独
演
会

▼
日
時
　
1
月
14
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
出
演
　
三
遊
亭
楽
京　
▼
定

員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
入

場
料
　
５
０
０
円　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取

り
扱
い
　
11
月
11
日
㈯
午
前
9
時
か

ら
商
工
セ
ン
タ
ー
で
販
売

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
10
月
21
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
上
映
作
品
　「
未
来
に
残
し

た
い
日
本
の
自
然
１
０
０
選
（
関
東

編
）」（
上
映
時
間
１
１
２
分
）　
▼
入

場
無
料
　
▼
定
員
　
３
０
０
人
（
先

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

【住民基本台帳人口】
（平成29年9月1日現在）

勤務場所・職種 勤　務　時　間 採用人数・応募資格 時　給 申し込み・問い合わせ

行田市民プール
監視員

月～金曜日
（1）午前9時30分～午後1時　（2）午後1時～ 6時30分
※勤務割表によるローテーション勤務

若干名
※泳げる方（25ｍ程度）
※週2日以上勤務できる方

880円

10月16日㈪までに
履歴書（写真貼付）を
行田グリーンアリー
ナまたは市民プール
へ持参してください。
※ 面接日は後日連絡
します。

行田グリーンアリー
ナ☎553―3377

総合公園庭球場
クラブハウス窓口受付
および夜間警備

○月～土曜日
　午後5時30分～ 9時30分
　（1～ 3月は午後2時30分～ 5時30分）
○日曜日
　午前8時30分～午後9時30分のうち4～ 8時間
※勤務割表によるローテーション勤務

1人
※ 日曜勤務ができ、週2
～ 3日勤務できる方

富士見公園
公園施設整備作業員

午前8時30分～午後5時
※勤務割表によるローテーション勤務

1人
※ 土・日曜日、祝日を含め、
週2日以上勤務できる方

体育施設スタッフ

上記の二次元バー
コードを携帯電話
などで読み取って
ください。

広告広告



　
歴
代
の
忍
城
主
を
勤
め
た
人
物
の
肖
像
画
に
つ
い

て
、
現
在
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
禄
元

年
（
１
５
９
２
）
か
ら
慶
長
5
年
（
１
６
０
０
）
ま

で
城
主
を
勤
め
た
松
平
忠
吉
の
み
で
す
。
成
田
家
の

当
主
や
松
平
信
綱
の
肖
像
画
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
し
、
阿
部
家
も
忍
藩
主
時
代
の
当
主
の
肖
像
画
は

な
く
、
明
治
時
代
に
棚
倉
藩
知
事
を
勤
め
た
阿
部
正

功
の
幼
少
時
の
肖
像
画
が
あ
る
の
み
で
す
。
松
平
下

総
守
家
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
歴
代
の
当
主
の
肖

像
画
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
多
く
は
現

在
所
在
不
明
と
な
っ
て
お
り
、
確
認
で
き
る
の
は
初

代
松
平
忠
明
と
今
回
紹
介
す
る
3
代
目
松
平
忠
雅
の

2
人
で
す
。

　
松
平
忠
雅
は
天
和
3
年

（
１
６
８
３
）、
松
平
清
照

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
祖
父
は
陸
奥
国
白

河
藩
15
万
石
の
当
主
松
平

忠
弘
で
す
。
本
来
は
清
照

が
家
督
を
継
ぐ
は
ず
で
し

た
が
、
病
弱
な
た
め
廃
嫡

さ
れ
、
親
戚
か
ら
松
平
忠

尚
を
養
子
と
し
て
迎
え
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
忠
尚
は

養
父
忠
弘
を
差
し
置
い
て

藩
政
の
実
権
を
握
り
、
黒

屋
数
馬
を
家
老
に
取
り
立
て
、
対
立
す
る
家
老
奥
平

金
弥
ら
を
藩
政
か
ら
締
め
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
松
平
家
の
家
臣
は
2
派
に
分
か
れ
て
争
う
よ
う

に
な
り
、
つ
い
に
は
元
禄
5
年
（
１
６
９
２
）
に
家

臣
93
人
が
藩
を
出
奔
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
幕
府
は
忠
弘
に
対
し
て
、
10
万
石
に
減
封
の
う
え

山
形
へ
転
封
、
黒
屋
と
奥
平
の
家
老
に
は
遠
島
を

命
じ
ま
し
た
。
こ
の
御
家
騒
動
を
白
河
騒
動
と
い

い
ま
す
。
処
罰
を
言
い
渡
し
た
幕
府
の
老
中
は
忍

藩
主
阿
部
正
武
で
し
た
。
こ
の
後
、
家
督
を
継
い

だ
忠
雅
は
山
形
か
ら
備
後
国
福
山
藩
主
を
経
て
、
宝

永
7
年
（
１
７
１
０
）
に
伊
勢
国
桑
名
藩
主
と
な

り
、
そ
の
１
１
２
年
後
の
文
政
6
年
（
１
８
２
３
）

に
松
平
忠
堯
が
忍
へ
国
替
え
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
肖
像
画
は
束
帯
姿
の
忠
雅
を
描
い

て
い
ま
す
。
上
半
身
の
一
番
上
に
着
る

袍ほ
う
に
は
松
平
家
の
家
紋
で
あ
る
九
曜
紋

と
、
袍
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
輪
無
唐
草

文
様
が
配
さ
れ
た
意
匠
と
な
っ
て
い
ま

す
。
太
刀
の
鞘
と
平
緒
、
上
う
え
の
は
か
ま
袴
に
も
九

曜
紋
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
家
騒
動

の
後
を
受
け
て
松
平
家
の
安
泰
に
力
を

尽
く
し
た
忠
雅
の
威
厳
が
表
情
か
ら
う

か
が
い
知
れ
る
画
像
で
す
。

 

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）
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編
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発
行
／
行
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総
合
政
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部
広
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広
聴
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平
成
29
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１
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発
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■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
856

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
博
物
館
の
収
蔵
庫
か
ら
〜

19

行
田 

歴
史
系
譜
283

松
平
忠
雅
肖
像
画 

個
人
蔵

　9月12日、中央小学校3年生がマイ足袋作りを体験しま
した。

　これは市内の小学3年生を対象に行田の足袋の歴史を学ぶ社会科の一環
として実施されたもの。生地に思い思いの絵柄を描いた児童たちは、世界
に一つだけの足袋が出来上がるのを心待ちにしているようでした。

　障害を持つ方が社会的活動を自力で行えるよう、訓練、実習、生産活動
の他、全般的な生活面での援助を行い、障害者福祉に寄与することを目
的に平成15年から活動しているのが、特定非営利活動法人行田のぞみ園
です。
　同法人の運営する施設の利用者が作るパウンドケーキやクッキーなど
は、市内外のスーパーマーケットの店先や市役所ロビーなどで販売され
ています。素材を生かした丹念な焼き上がりで、今では冠婚葬祭用のギ
フトとしても注文を受けるほど好評だそうです。
　また、製造だけでなく販売も、利用者自身が同法人のスタッフとともに
行っており、購入していくお客さんの「おいしい」という声が活力になっ
ています。
　今後の目標は、インターネット販売を始めることだそうで、現在、同法
人のホームページを制作中。これからも、同法人の希

の ぞ み

望溢れる活動は拡
大していくことでしょう。

【理事長】川嶋 和子　【電話番号】553―3102 市役所ロビーでの販売の様子
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松平忠雅肖像画

みんな　チカラの

特定非営利活動法人
行田のぞみ園

～市民公益活動団体紹介～⑩


